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資源も、何度も利用されたら、幸せになれる。

エネルギーも、家電品も、紙も、洋服も、ライターも・・・何も

かも、使い捨て。大量生産、大量消費を謳歌した時代は、

この逼迫した地球環境を考えた時、とっくに終焉を迎えて

います。地球からのSOSが届いているいま、私たちは「もっ

たいない」という日本の美徳を、改めて実践する必要があ

るのかも知れません。横河電機も単に資源を削減するだ

けでなく、いままで捨てていたモノ、見向きもしなかったモ

ノに目を向け、その中に新しい利用価値を積極的に見出

していこうと思います。

廃棄物処理の効率化と資源の再利用を身近な所からは

じめる、横河電機。例えば、その代表例が紙です。ペー

パーレス化と紙の再利用は、森林保全だけでなく、動植物

の生態系や災害防止とも深く関わる問題。それだけに横

河電機では、プリント用紙の裏紙使用、両面コピーの徹

底、工場内の業務情報の電子データサービス化、セール

スドキュメントの電子ファイル化などにより、ペーパーレス

化をいち早く推進。さらに紙ごみの分別回収により、使い捨

てていた廃棄物からのリサイクル率向上に努めていま

す。また、生ゴミ処理に関しても、ゼロエミッション化を実

施。本社・第一食堂厨房に、生ゴミを脱水・乾燥・造粒処理

を施し堆肥に利用できる処理機を設置しました。運転結

果も良好のため、第二、第三食堂にも導入を予定してお

り、これが実現すれば、年間13トンの産廃業者への引き取

り生ゴミ量のゼロエミッションを達成可能です。その他に

も、汚泥から銅地金と鉱滓をリサイクルできる排水処理プ

ラントなど、新たな成果が誕生しています。

捨てていたモノ、要らないモノに、

積極的に新しい価値を創造していきます。
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新しい紙の使用量削減率（%）� 廃棄物からのペーパーリサイクル率（%）�

食堂　生ゴミ処理機


